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スト ラク チャ ー 


LYRA は 8 つの ボイス と 呼ば れる ジェ ネ レ ー タ を 核 と し て いま す 。 こ れ ら の デザ イン は 昔 
な が ら の 減算 シン セ シ ス の VCO と は 異な り ま す 。 コ ント ロー ル ボ ル テ ー ジ に 対し て リ ニ 
ア 、 エ クス ポ ネ ン シ ャ ル に 応答 する の で は な く 、 古 く の エ レク トリ ッ ク オ ル ガ ン の トー 
ンジ ェ ネ レー タ に 似 た 挙動 を し ます 。 そ の た め 、 こ の マニ ュ ア ル で は "VCO" で は な く 

“ボイス " と 呼ん で いま す 。LYRA は 非 直 線 性 (ノン リニア リティ ) を 多く 用 いて お り 、 ボ 
イス も また 非 直線 的 な 表現 を 可能 に する よう 構築 され て いま す 。 


ボイス は 4 つの ペア (12、34、56、78) に 分 か れ て いま す 。 そ し て 、 そ れ ら の ペア は 2 
つの ペア ずつ に 、2 つ の グル ー プ (1234、5678) に 分 けら れ て いま す 。 


それ ぞ れ の ボイス に は TUNE ノ ブ が 備わっ て いま す 。FAST、MOD、 モ ジュ レー ショ ン 
ソー ス セ レク タ 、SHARP は 2 つの ボイス に 同時 に 作用 し ます 。HOLD と PITCH は グル ー 
プ 全 体 、2 つ の ペア /4 つ の ボイス を コン トロ ー ル し ます 。VIBRATO、TOTAL FB と FM 
スト ラク チャ ー ス イッ チ は 8 つ 全 て の ボイス を まとめ て コン トロ ー ル し ます 。 


ボイス は 8 ボイス の エレ クト リッ クオ ル ガ ン モー ド 、 も し く は それ ぞ れ の ボイス と その エ 
ン ベ ロ ー プ が 個別 に FM オペ レー タ の 役割 を する FM シン セ シ ス モー ド と し て 機能 し ま 
す 。 ボ イス の FM シン セ シ ス に お ける 作用 は その エン ベロ ー プ に よる ディ ケイ に より 弱 ま 
拘 氷 守 。 


リア パネ ル の CV IN か ら 、 外 部 シグ ナル に よっ て 任意 の ボイス グル ー プ を モジ ュ レ ー 
ショ ン す る こと も で きま す 。 


HYPER LFO は 、2 つ の シン プル な LFO の 周波 数 の 和 と 積 に より ウェ ー ブ フ ォ ー ム を 生成 
する コン プレ ックス ロー フリ ー ケ ン シ ー ジ ェ ネ レー タ で す 。 こ れ も ま た FM シン セ シ ス 
モー ド を 持ち ます 。LFO は 任意 の ボイス ペア 、MOD DELAY を モジ ュ レ ーション で きま 
まま 


MOD DELAY は 2 ライ ン の 、 ク ロス フィ ー ド バッ ク と 独自 の 構成 に より 互い に 共鳴 させ 
る こと の で きる ディ レイ に よっ て 構成 され て いま す 。 そ れ ぞ れ の ライ ン の ディ レイ タイ 
ム は 外部 シグ ナル を 含む 様々 な ソー ス に よっ て 個別 に モジ ュ レ ーション する こと が で き 
0 


DISTORTION は ディ レイ の 後 、 シ グ ナ ル チェ イン の 最終 段 に 位置 し ます 。 そ の た め デ ィ 
レイ シグ ナル も ディ スト ーション に 影響 し ます 。 


その 全て の エク スペ リ メ ン タル な 特性 に より 、LYRA は プロ フェ ッ シ ョ ナル イン スト ッ ゥ 

ル メ ント と 言え ます 。 ア ウト プッ ト ダ イナ ミク ス は バラ ンス を 保 た れ て いる た め 、 極 端 
な 操作 を し て も ステ ー ジ 上 の アン プ や スピ ー カ ー を 傷め る こと は あり ませ ん 。 周 波数 特 
性 は ライ ブ パ フォ ー マ ン ス (当然 の よう に ハイ ミッ ドレ ンジ が 轟音 で 鳴ら され 、 ロ ー エ ン 
ド が 不足 し て いる 状況 ) の た め に 調整 され て いま す 。 そ の 状況 を 補う た め に 、 ロ ー フ リー 
ケン シー を わずか に ブー スト し 、 ハ イ は ソフ ト に し て あり ます 。 も ちろ ん 、 人 限界 を 超え 
た 極端 な 使い 方 を し た 場合 に は その 限り で は あり ませ ん 。 
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コン トロ ー ル 


ボイス セク ショ ン 


TOTAL FB VIBRATO 


セン サー 1-8 それ ぞ れ に コン タク ト の ペア が 配置 され て いま す 。 上 部 の コン タク ト は 
検知 する 側 で 、 下 部 は コン トロ ー ル ボル テー ジ が か か っ て いま す 。 指 を 置き 、2 つ の コン 
タク ト 間 を 身体 の 導電 性 を 利用 し て 結線 する こと で 動作 し ます 。 電 流量 は と て も 低く 、 

知覚 で き な い 程 で 、 そ し て 間違い な く 安 全 な 程度 で す 。 

セン サー に よっ て 各 ボ イス の エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ が 動作 し ます 。8 つ の ボイス が そ 
れ ぞ れ に エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ 、 セ ン サ ー を 持っ て いま す 。 触り 方 を 変え る こと に 
より 、 ボ イス の アタ ッ ク と ボリ ュー ム を 変化 させ る と が で きま す 。 軽く 、 も し く は 細か 
く タ ッ チ する こと で ゆっ くり と し た アタ ッ ク が 得 ら れ ま す 。 弱く 触る こと と に より エン ベ 
ロー プ ジ ェ ネ レ ー タ を 少し だ け 作 動 さ せる こと も で きま す 。 

セン サー は 肌 の 水分 量 、 演 奏者 の 状態 に 影響 を 受け ます 。 ま た 、 湿 度 が と て も 高い 場合 
( 露 が 降り る よう な 状態 、 も し く は 雨天 時 の 野外 ) で は ボイス が 鳴り 続け る こと が あり ま 
す 。 こ れ に より 本 体 に 悪影響 は 無く 、 乾 燥 し た 場所 で 乾かす か 、 日 光 に 当て て お け ば 元 
どおり に な り ま す 。 こ の 特性 が 演奏 に 影響 する 可能 性 が ある と いう こと を 覚え て お いて 
く 症 さ ざい 。 


@ FAST スイ ッ チ 下方 向 (オン ) に する と 、 そ の 左右 の ボイス の リリ ー ス が 短く な り ま 

す 。 ま た 、 そ れ ら の ボイス の セン サー は 反応 し に くく な り 、 よ り し っ か り と し た タッ チ 
が 必要 と な り 、 ト リガ ー が 少し 遅く な り ま す 。FAST ス イッ チ が オン の 場合 、 発 音 さ せる 
に は HOLD を 高め に 設定 する 必要 が あり ます 。 FAST が オフ の ボイス に 比べ て 出 音 が 遅く 
な り 、 高 い HOLD が 求め られ る た め 、HOLD を 使い な が ら 任意 の ボイス を 発音 させ な い 

と いう こと が 可能 で す 。 
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また 、 ボ イス が 発音 し て いる 時 に スイ ッ チ を オン か オフ に 切り 替え る こと で リリ ー ス タ 
イム より 早く ボイス を 止め る こと が で きま す 。FAST ス イッ チ が 上 方 向 の 時 は セン サー に 
軽く 触る だ け で も ボイス を トリ ガー で きま す 。 


@ TUNE ノ ブ ボイス の ピッ チ を 設定 。 こ れ は 時 間 が か か る も の の 完全 に 機能 的 な イン ト 
ネー ショ ン ツ ー ル と 言え ます 。 特別 な 可変 抵抗 を 使用 し て お り 、 ピ ッ チ を 数 十 か ら 数 千 
Hz の 間 を 半音 以下 の ステ ッ プ で 調整 する こと が で きま す 。 こ の 楽器 を 徹底 的 に 使い こ な 
す に は 、 シ ンプ ル な メロ ディ を 演奏 する だ け で な く 、 こ れ ら の ノブ で 音 、 音 程 を 作り 出 
す 方 法 を 学ぶ 必要 が あり ます 。 

1 と 2 の ボイス は 3 か ら 6 の ボイス より 低い 音域 を 持ち 、 高 音 も 出せ ます が 、 ベ ー ス ボイス 
と 言う こと が で きま す 。7 と 8 の ボイス ら 3 か ら 6 の 2 倍 の 高 さ の 音域 で 、 こ れ も 低 音 は 出 
せる も の の ハイ フリ ー ケ ン シ ー ボ イス と 言う こと が で きま す 。3 か ら 6 は ミッ ドレ ンジ で 
す 。 


@⑳ SHARP ノ ブ ボイス ペア の 波形 を トラ イア ング ル か ら ス クエ ア に ゆっ くり と 変化 させ 
て いき 、" シ ャ ー プ ネス " を サウ ンド に 加え ます 。 波形 は FM シン セ シ ス に も 影響 し ます 。 


MOD ノ ブ ボイス ペア の モジ ュ レ ーション の 深 さ 。 こ の ノブ は 、FM シ ン セ シス モー ド 
で は 高く する ほど に 明る い サ ウン ド に な り 、 最 大 で は モジ ュ レ ーション ルー プ の 発信 に 
よる 過激 な 音 を 作り 出す こと も で きま す 。 


@⑬③ FM ソー スス イッ チ モ ジ ュ レ ーション ソー ス の 選択 。 中 央 位置 で は 対象 の ボイス ペア の 
モジ ュ レ ーション が オフ と な り 、MOD ノ ブ も 作用 し な く な り ま す 。 上 位置 で は 記載 され 
て いる ボイス ペア を モジ ュ レ ーション ソー ス と し ます 。 下 位置 の LFO CV で は 、TOTAL 
FB が オフ の 場合 は LFO を ソー ス と し ます 。TOTAL FB が オン の 場合 は デバ イス の アウ ト 
プッ ト を ソー ス と し ます 。 ま た 、LFO CV に 設定 し た 上 で CV VOICES イ ンプ ッ ト に 機器 
を 接続 する と 外部 シグ ナル を モジ ュ レ ーション ソー ス と し ます 。 


@⑳ PITCH ノ ブ 1234、5678 の グル ー プ ご と に 、 そ れ ぞ れ の ボイス の 間隔 を 保っ た まま ト 
ラン スポ ー ズ し ます 。 最大 付近 が この ノブ の 標準 位置 で す 。 


@⑥ HOLD ノ ブ ボイス グル ー プ の 最小 ボリ ュー ム の 設定 。 こ れ に より 、 設 定 し た ボ 
リュ ー ム で ボイス を 鳴ら し 続け る こと が で きま す 。HOLD が オフ の 場合 、 各 ボイス は そ 
れ ぞ れ の エン ベロ ー プ に 従っ て ディ ケイ し ます 。FAST ス イッ チ に よっ て 任意 の ボイス 
ペア の HOLD に よる 影響 を 絞め る こと が で きま す 。HOLD が 最大 で な い 限 り 、 ボ イス の 
セン サー を タッ チ す る こと で エン ベロ ー プ を 動作 させ る こと で 、 そ の ボイス の 音量 を 上 
げ る こと が で きま す 。HOLD と セン サー で コン トロ ー ル する エン ベロ ー プ は 並列 で 機能 
し て いま すず 。 


@ 34~56 12~72 (FM スト ラク チャ スイ ッ チ ) FM シン セ シ ス の 基本 構成 の 設定 。 こ の 
スイ ッ チ が 下位 置 で 、 全 て の ボイス が FM ソー ス に 設定 され て いる 場合 、 そ れ ぞ れ の グ 
ルー プ ご と に 各 ボ イス が クロ スモ ジュ レー ショ ン す る 構成 と な り ま す 。 

スイ ッ チ が 上 位置 の 場合 、34 ペ ア は 56 ペ ア の 、78 ペ ア は 12 ペ ア の モジ ュ レ ーション 
ソー ス (34、78 ペ ア は それ ぞ れ の スイ ッ チ に 記載 され て いる と お り の ソー ス の まま ) と 
な り ま す 。 こ れ に より 全て の ボイス が 一 連 の ルー プ を 作る FM シン セ シ ス と な り ま す 。 あ 
る ボイス で ソー ス に LFO、 も し く は 中 央 位置 が 選択 され て いる 場合 は 、 こ の ルー プ が そ 
の 箇所 で 途切れ る こと に な り ま す 。 


⑩ TOTAL FB ス イッ チ LYRA の アウ ト プ ッ ト (ディ スト ーション の 後段 ) の シグ ナル を 
LFO の 代わ り に 使用 する 。TOTAL FB が オン で LFO CV が ボイス の モジ ュ レ ーション 
ソー ス に 設定 され て いる 場合 、 エンベロープ ジェ ネ レ ー タ や ディ レイ 、 デ ィ ス トー ショ 
ン を 含む この 楽器 全体 が 一 つの 複雑 な FM シン セ シ ス を 構成 し ます 。 
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⑯⑩ VIBRATO ス イッ チ 全 ボ イス の ビブ ラー ト を オン に する 。 各 ボイス は それ ぞ れ 個別 の 
ビブ ラー ト 周 期 を 設定 され て お り 、8 つ の 独立 し た ビブ ラー ト ジ ェ ネ レ ー タ が ある か の よ 
うに 機能 し ます 。 


HYPER LFO セク ショ シン 


HYPER LFO 


FREQA、FREQ B 複雑 な LFO を 作り 出す た め の 二 つの オペ レー タ 。 実体 は 二 つ の シ 
ンプ ル な LFO で す 。 


AND/OR ス イッ チ 下位 置 で は FREQ A を FREQ B に 足す こと で LFO を 生成 し ます 。 上 
位置 で は 論理 演算 の AND で 、FREQ A と FREQ B を 掛け 合わ せま す 。 こ れ ら の 演算 は ス 
クエ ア 波 で 行わ れ ま す 。 足し算 は アナ ログ で 、LFO の 出 カ シグ ナル は 傾斜 を 持ち ます 。 


@⑯ LINK ス イッ チ オペ レー タ 間 の ソフ ト FM を オン に し 、FREQ A が FREQ B を モジ ュ 
レー ト す る よう に な り ま す 。 
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MOD DELAY セク ショ ン 


( e ) ひ ら ELF TI 
の の AA 


MOD MOD LF0 
マ ヤマ 
TIME 1 TIME 8 FB ト IX 
NMOD DELAY 


@⑯ TIME 1、TIME 2 それ ぞ れ の ディ レイ タイ ム 。 
⑯ MOD ノ ブ それ ぞ れ の モジ ュ レ ーション の 深 さ 。 


⑳ SELF/LFO ス イッ チ ディ レイ タイ ム の モジ ュ レ ーション ソー ス 。 上 位置 で は ディ レ 
イ 自 身 の ア ウト プッ トシ グ ナ ル で 、 面 白い FX が 得 ら れる ユニ ー ク な モー ド で す 。 下位 置 
で は LFO を ソー ス と し ます 。 


⑥ TRIANGLE/SQUARE ス イッ チ ディ レイ を モジ ュ レ ー ト する LFO の 波形 選択 。 ス クエ 

ア 波 は "AND" シン セ シ ス 方 式 で 生成 され ます 。 ト ライ アン グル 濾 は ディ レイ モジ ュ レ ー 
ショ ン 専 用 の アル ゴリ ズム で 生成 され ます 。 こ れ は FREQ A と FREQ B の 周波 数 に よる 2 

つの トラ イア ング ル 波 の 和 で す 。 


⑥FB ノ ブ ディ レイ ライ ン の フィ ー ド バッ ク 。 過激 な 設定 まで 可能 で す 。 中 間 位置 以上 
で は ディ レイ が 発振 を 始め ます 。 最 大 に する と ディ レイ は それ 自身 が シン セ の よう に な 
り と て も 面白 い 効果 が 得 ら れ ま す 。 


@⑳ MIX ノ ブ ディ レイ シグ ナル の ウェ ッ ト / ド ライ ミッ クス バラ ンス 。 


DISTORTION セク ショ ン 


DRIVE 


ト MIX 


VOLUNE 


DIS ら TORTION 
⑳ DRIVE ノ ブ ディ スト ーション 量 の 調整 。 


ゆ MIX ノ ブ ディ スト ーション シグ ナル の ミッ クス バラ ンス 。 デ ィ ス トー ショ ン は ディ レ 
イ の 後段 に 位置 し ます 。 


@) VOL ノ ブ メイ ン ア ウト プッ ト の ボリ ュー ム 調 整 。 
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当 ネ クシ ョ ン 


ON -w DC 12 り CV VOICES CV DELAY HOLD GATE EXTIN OUT 信 


⑳ [ヘッ ド フ ォ ン アイ コン ] 8 か ら 64O の ヘッ ド フ ォ ン 用 アウ ト プ ッ ト 。 


@⑳ OUT バラ ンス ドモ ノア ウト プッ ト 。 TS コネ クタ の アン バラ ンス 接続 、XLR ア ダ プ タ 
を 直接 接続 する こと も 可能 。 これ に より DI を 使用 する 必要 が 無く 、 パ ッ シ ブ DI に よる 低 
域 、 超 低 域 の 減衰 な どの 心配 が あり ませ ん 。 


@ EXTIN 外部 オー ディ オシ グ ナ ル の イン プッ ト 。 外 部 シグ ナル は LYRA の ボイス と 共に 
ミッ クス され 、 デ ィ レ イ と ディ スト ーション を 経由 し ます 。 こ れ に より LYRA を クー ル な 
FX プロ セッ サ と し て 使用 し た り 、 シ ン セ や ドラ ム を 同時 に プレ イ し 、LYRA の ボイス と 
ミッ クス し エフ ェクト を か ける と いっ た こと が 可能 に な り ま す 。 ま た 、TOTAL FB か ディ 
レイ の SELF が オン に な っ て いる 場合 は 、 外 部 シグ ナル は レゾ ナン ス に 影響 を 与え 、 モ 
ジュ レー ショ ン ル ー プ を 歪 ま せる た め 、LYRA の 全体 の 挙 動 も 変化 し て きま す 。 


@⑳ HOLD GATE HOLD フ ァ ン クシ ョ ン を コン トロ ー ル する ダイ ナミ ッ ク イ ンプ ッ ト 。 
+5V の シグ ナル を 入力 する と VCA が 完全 に 開き ます 。 電圧 を 下げ て いく と VCA が 閉じ て 
いき ます 。CV が OV に な る と 、 ボ イス は それ ぞ れ の エン ベロ ー プ に 従っ て 減衰 し て いき ま 
す 。HOLD ノ ブ で 各 ボ イス グル ー プ の レベ ル を 調整 し て くだ さい 。 FAST が オン の 場合 は 
CV の 減衰 を に より 早く 反応 し ます 。 


@ CVDELAY この イン プッ ト に より CV で ディ レイ タイ ム を モジ ュ レ ー ト する こと が で 

きま す 。 ケ ー ブ ル を 接続 する と 、SELF と LFO モ ー ド は 自動 的 に 無効 と か なり 、 デ ィ レ イ の 
スイ ッ チ の 位置 に 関わ ら ず モジ ュ レ ーション は 外部 シグ ナル に よっ て コン トロ ー ル され る 
よう に な り ま す 。 そ の 際 も MOD ノ ブ で 各 デ ィ レ イ の モジ ュ レ ーション を 調整 で きま す 。 

イン プッ トシ グ ナ ル は 正 電圧 で 3 か ら 12V で ある 必要 が あり ます 。 デ ィ レ イタ イム と CV 

は リニア に 連動 し ます 。 


@⑬CV VOICES この イン プッ ト は CV に より ボイス の ピッ チ を 操作 する の に 使用 し ま 

す 。CV は 、 モ ジュ レー ショ ン ソ ー ス に LFO CV が 選択 され て いる ボイス を 対象 と し ま 
す 。 こ の イン プッ ト に 接続 する と 、 対 象 の ボイス の LFO と TOTAL FB の シグ ナル は 自動 
的 に バイ パス され 、 入 力 さ れる シグ ナル を 代わ り に 使用 する よう に な り ま す 。 モ ジュ レー 
ショ ン 量 は 各 ボ イス の MOD ノ ブ で 調整 で きま す 。 ま た 、 こ の CV イン プッ ト は スタ ンダ ー 
ド な 1V/oct に は 対応 し て お ら ず 、 調 律 さ れ た スケ ー ル を 得る こと は で きま せん 。 こ れ は 
モジ ュ レ ーション イン プッ ト で あり 、 全 音域 を カバ ー す る 音程 の 正確 な VCO コ ント ロー 
ル で は あり ませ ん 。 し か し 、 ス テッ プシ ー ケ ン サ ー と 耳 を 使っ て メロ ディ ッ ク ラ イン を 作 
り 出 すこ と は 可能 で す 。 内 部 モジ ュ レ ーション と 組み 合わ せる こと に より 面白 い 結果 が 得 
られ る で し ょ う 。 ま た 、 オ ー デ ィ オ ソー ス (ドラ ム マ シン や 他 の シン セ な ど ) を この イン 
プッ ト に 接続 する 事 も で きま す 。 


DC 12V セン ター プラ ス 。100-240V に 対応 し た スイ ッ チ ング パワ ー サ プラ イ が 付属 
し ます 。 代 用品 に は 安定 し た 12V が 出力 で き 、 最 低 で も 200mA (0.2A) に 対応 し た も の 
を 使用 し て くだ さい 。 最 新式 の スイ ッ チ ング 方 式 の 、 幅 広い 入力 電圧 に 対応 し た 、 安 定性 
の 高い パワ ー サ プラ イ を 使用 する こと を お すす めし ます 。 


9 電源 スイ ッ チ 
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使い こなす た め に 


LYRA は 独自 の 操作 、 演 奏 テ クニ ッ ク を 備え た 、 ユ ニー ク で 本 格 的 な 楽器 と 言え ます 。 

ノブ と スイ ッ チ は 一 度 設定 し た ら そ れ で 良い と いう よう な 単なる パラ メー タコ ント ロー 
ル で は な く 、 リ アル タイ ム で 演奏 する た め の 実 践 的 な ミュ ー ジ カル コン トロ ー ラ で 

す 。TUNE、PITCH、MOD、TIME 1、TIME 2、FB ノ ブ と FM スト ラク チャ ー ス イッ チ 
は 特に そう で す 。 こ の 楽器 は 演奏 者 が 、 ギ ター の 弦 を 触る よう に 、 各 コン トロ ー ル を 直 
感 的 に 理解 で きる よう に な っ た 時 に 真 の 実力 を 発揮 し ます 。 そ の た め に は 幾ら か の 時 間 
と 努力 が 必要 と な る で し ょ う 。 そ の 手助け の た め 、LYRA の 要 と な る モー ド と テク ニッ 
ク に つい て 以下 で 説明 し ます 。 


STEp 1. オル ガン 


ボイス の モジ ュ レ ーション ソー ス を 中 央 位置 (オフ ) 、HOLD を 0、PITCH を 最大 付近 、 
ディ レイ の MOD を 0、TIME を 1 1 か ら 3 時 、FB は 中 間 よ り 低 く 、MIX を 2 時 より 低く 、 
ディ スト ーション の MIX は 0 に し ます 。 


低い 番号 の ボイス ほど 低い ピッ チ に し て 、 音 階 を 作っ て み ま し ょ う 。 音程 に つい て 知識 
が あり 聴き 分 けら れる の で あれ ば 、 ス ケー ル 、 イ ンタ ー バ ル を 作っ て みて くだ さい 。 も 
し 知識 が な けれ ば 、 面 白い と 思え る サウ ンド を 作っ て みて くだ さい 。 


次 に 、 調 和 、 不 調和 の スケ ー ル や ハー モニ ー を 意図 的 に 作り 出し て みて くだ さい 。 


8 つの ボイス で コー ド を 作り 、 高 音 の ハー モニ ー を 低音 に 置き 換え て くだ さい 。 そ し て そ 
の イン ター バル 、 コ ー ド の 上 で 、1 つ の ボイス を 使っ て ソロ を と っ て みて くだ さい 。 


で は 、 演 奏 中 に ゆっ くり と コー ド チ ェ ン ジ し て み ま し ょ う 。 例 えば C-E-G の 和音 の う 
ち 、G を A ま で 上 げ て C-E-A、 そ こ か ら E を F に 上 げ て C-F-A、 さ ら に C を Bb に 下げ て Bb- 
F-A と し ます 。 


それ で は 、 演 奏 を 続け な が ら ] つ の ボイス グル ー プ を トラ ンス ポー ズ 、 そ れ ら の ボイス が 
4 度 下 に な る よう シフ ト さ せ て みて くだ さい 。 こ う や っ て 和 声 を 変化 させ て いき ます 。 


STEp 2.FM シ ン セ シス 


各 ボ イス の モジ ュ レ ーション ソー ス を 上 位置 、MOD を 12 時 の 位置 に し ます 。 中 央 の FM 
スト ラク チャ スイ ッ チ (34 つ 56 12 っ 72) を 下位 置 (オフ ) に 設定 し ます 。 こ れ に より 、 
各 グ ルー プ が それ ぞ れ クロ スモ ジュ レー ショ ン ル ー プ を 形成 し ます 。 


タッ チ セ ン サ ー に どう 反応 する の か 、 隣 の ボイス が トリ ガー され る と ボイス の ピッ チ が 
どう 影響 され る の か を 聴い て 、 違 い を 見 つけ て くだ さい 。 


モジ ュ レ ーション の 深 さ を 変え て み ま し ょ う 。 ボ イス の ピッ チ を 上 げ る ほど 、FM の 効き 
が 薄れ る 点 に 注意 し て くだ さい 。 低い 音域 ほど 強い 影響 を 受け ます 。 


MOD ノ ブ を 最大 付近 に し て み ま し ょ う 。 モ ジュ レー ショ ンチ ェ イ ン が LFO の よう に 挙動 
し だ し ます 。 そ の まま 演奏 し て みる と 、 楽 器 の 自発 的 な 反応 が 得 ら れる 過激 な モー ド で 
す 。 
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モジ ュ レ ーション ソー ス を 中 央 位置 に 戻し オル ガン モー ド に し て 、 そ し て FM モー ド に 戻 
し て くだ さい 。HOLD を 上 げ て いき 、 ノ ブ だ け で 演奏 し て み ま し ょ う 。 こ れ で LYRA は ド 
回 一 クシ ジン セ サ ザイ ザー と な り ま すず す 。 
] つ の ボイス グル ー プ を ドロ ー ン (HOLD を オン )、 も う 一 方 を ソロ (HOLD を オフ ) と し 
て 使用 し て みて くだ さい 。 

STEp 3. LFO 


ボイス の どれ か の モジ ュ レ ーション ソー ス を LFO に し て 聴い て み ま し ょ う 。LFO の 
AND/OR、FREQ A、FREQ B を 動か す と どの よう に 変化 する の か を 試し て みて くだ さ 
い 。 リ ズミ ッ ク に 脈動 する サウ ンド を 作っ て み ま し ょ う 。 


STEp 4. デ ィ レ イ 


リバ ー ブ の よう な エフ ェクト を 得る に は 、TIME 1 と 2 を 12 か ら 3 時 の 間 で 、 そ れ ぞ れ が 
異な る 値 に な る よう に セッ ト し ます 。FB は 10 か ら 11 時 、MIX は 12 時 、MOD は 0 に し て 
みて くだ さい 。 


コー ラス の よう な エフ ェクト に は 、 デ ィ レ イタ イム を 最小 付近 に セッ ト し ます 。 
@ は 王 ジ ュ レ ーション を 試し て み ま し よう 。 


FB を 発振 する まで 上 げ て 、 デ ィ レ イタ イム と モジ ュ レ ーション の 深 さ を 変化 させ て ディ 
レイ の み で 演奏 し て みて くだ さい 。 す る と 、 わ ず か に ノブ を 動か す だ け で も サウ ンド が 
劇 的 に 変化 する で し ょ う 。 今 、 デ ィ レ イラ イン に は 一 定 の 波 (の シグ ナル ) が 存在 し て お 
り 、 デ ィ レ イタ イム を 変え た こり モジ ュ レ ー ト する と 、 そ の 周期 が 変化 し ます 。 


SELF モ ー ド を 試し て み ま し ょ う 。 セ ルフ モジ ュ レ ーション が 働く こと に より 、 フ ィ ー ド 
バッ ク を 高め た 時 に 発生 する 安定 し た レゾ ナン ス が 、 不 安定 に 変化 し て いき ます 。 こ れ 
で 演奏 し て み ま し ょ う 。 


それ で は 、FB を 最大 に し て 発振 させ 、 ボ イス を 様々 な テク ニッ ク を 駆使 し て 演奏 し て み 
まし ょ う 。 


STrEp 5. ディストーション 


オー バー ドラ イブ を 加え て みて くだ さい 。 ド ライ ブ 量 、 ミ ックス を 変え る と 劇 的 な 変化 
が 得 ら れる は ず で す 。 
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ング イズ 、 ウ リー ド 


1.LYRA の アウ ト プ ッ ト は や や ノイ ジー で す が 、 こ れ は 設計 上 欠か せな いも の で す 。 な ぜ 
か を ここ で 説明 し ます 。 私 は 少し 独特 ( 他 の シン セ に 比べ て ) の 手法 で 回 路 を 設計 し 、 こ 
れ に より LYRA 独 自 の サウ ンド が 作ら れ て いま す 。 例 えば 、 シ グ ナ ル の 最終 段 に VCA を 置 
き 、 ノ ー ト オフ の 際 に 完全 な 無音 に する と いう こと は し て いま せん 。 そ の た め 常 に 開い た 
まま の 回 路 が 存在 し 、 ノ イズ の 原因 と な り ま す 。 


実際 は 、LYRA の エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ は オシ レー タ の 一 部 で 、 ピ ッ チ と 波形 に も 藤 
響 し ます 。 ま た 同時 に 、 ウ ェ イ ブシ ェ イ パー の 一 種 で も あり ます 。 こ れ に より 、FM 時 に 
人 
ド / ブ リー ディ ング ) 原因 と な り ま す 。 も し これ を 普 に する と 、2 つ の シン プル な 
凍 0 衝 の リ の 二 寺 2 で じき 800 の キャ ジラ 

クタ ー が 失わ れる こと に な り ま す 。 も し く は 回 路 を さら に 複雑 に し な けれ ば な く な り 、 価 
格 も 高く な る で し ょ う 。 そ の 場合 も また 、LYRA の 際立っ た 個性 が 損なわ れ て し まい ま 

ま 。 


2. LYRA の 各 パ ー ツ 間 に は 、 重 要 な クロ スト ー ク が 存在 し ます 。 こ れ に より 多く の 面白 
く 、 わ ず か な 効果 が 得 ら れ 、 全 て が 全て を 変化 させ 、 サ ウン ド に 生命 を 与え を ます 。 た だ し 
その 代償 と し て 、 あ る オシ レー タ を トリ ガー する と 、 鳴 らし て いな い オ シレ ー タ の 音 
NN 特 に 高い 音程 の も の が 聞こ えて きま す 。 

この ブリ ー デ ィング は 設計 どおり の 挙動 で 、 こ れ も ま た も し 完全 な アイ ソレ ーション を 実 
現し よう と する と LYRA の 象徴 的 な 部 分 が 損なわ れる こと に な り ま す 。 ま た 、 こ の ブリ ー 
ディ ング は 完全 な 無音 で な いと 聞き 取る こと が で きず 、 実 際 の パフ ォ ー マ ンス に は 影響 
し な いで し ょ よう 。 


3. LYRA の ディ レイ は 、 特 に ディ レイ タイ ム を 長く する と ノイ ジー で す 。 デ ィ レ イ は ロー 
ファ イ で 、 ノ イズ も 設計 どおり の 挙動 で す 。 デ ィ レ イ は 回 路 設 計 に より 、 そ の 一 般 的 な タ 
イム 以上 に 設定 する こと が で き 、 ロ ング ディ レイ や セル フ モ ジ ュ レ ー SA 
ル で アブ スト ラク ト な エフ ェクト が 得 ら れ ま す 。 た だ し その 副作用 で 、TIME を 最大 に 

る と ノイ ズ が 聞こ えて きま す 。 ク リエ イタ ー と し て 、 個 人 的 に は この ノイ ズ 

と 、FEEDBACK、LFO、SELF モ ジュ レー ショ ン を 使用 し て 、 イ ンプ ッ ト シ グ ナ ル が 無 
く と も 面白 い サ ウン ドス ケー プ が 作り 出せ る と いう と ころ を 気に入っ て いま す 。 


まとめ : 全て の ノイ ズ と ブリ ー デ ィング は サウ ンド デザ イン の 一 部 、 も し く は 十分 に 低い 
ボリ ュー ム で LYRA の 普通 の サウ ンド で 完全 に マス ク さ れる 。 そ の た め web 上 の デモ ビデ 
オ で は 聞こ えて こない 。 実際 に 試し て も ら え れ ば 、 普 通 に 演奏 し て いる と 、 2 
ショ ン の ゲイ ン を 上 げ な い 限 り は (そう する と あら ゆる オー ディ オ 機 器 が ノイ ジー に な り 
ます ) その 影響 は 聞き 取れ な い は ず で す 。 


一 般 的 に 、 完 全 な 無音 と 安定 性 、 綺 麗 な 波形 を 持つ デジ タル 、 バ ー チ ャ ルイ ンス トゥ ル メ 
ント (無料 で 手 に 入る も の も ある で し ょ う ) は 無数 に 存在 し て いま す 。 そ の た め 同 じ こ と 
を LYRA の よう な アナ ログ シン セ サ イ ザー で 実現 する 必要 が ある と は 思え ませ ん 。 私 の 意 
図 は 実際 、 生 命 感 の 無い サウ ンド を も た ら す 綺麗 さや 安定 性 を 壊し 、 あ る 種 の ワイ ルド マ 
ジッ ク ネ イ チャ ー、 や や 危険 で 予測 で き な い 、 ノ イジ ー で 生命 感 の ある も の を 作る と いう 
と ど で し た 。 
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に RA の OE ス トリ 一 と アイ ソフ ア ィ ー 


私 は 長い 年 月 を か け て 、 生 体 の 脳 と 神経 系 の 研究 を し て きま し た 。 私 が 解明 し た か っ た 
の は 、 ご く 小 さ な 虫 や 単純 な 生物 の 数 百 の ニュ ー ロ ン に よる 神経 系 が いか に し て 複雑 で 
多面 的 な 挙動 、 そ れ は 我々 の 最も 優れ た コン ピュ ー タ で さえ 未だ に 模 信 で き な い も の 、 
を 生み 出す こと が で きる の か と いう こと で し た 。 私 が た どり 着い た ひと つの 答え は 、 脳 
は アナ ログ な シス テム で 、 そ こ で は 多く の 非線形 な 、 混 池 と し た 処理 が 動い て いる と い 
うこ と で し た 。 脳 、 そ し て 生物 有機 体 全体 は 多く の 正負 関係 の ルー プ を 持っ て いま す 。 
と て も 複雑 な シー ソー の よう に 、 常 に 動き な が ら バ ラン ス を 取 ろ うと し て いる の で す 。 
この と て も 非線形 な 状態 の 、 カ オス の 瀬戸 際 で の 調和 の 保ち 方 が 、 効 果 的 に そし て 動 的 
に 外界 に 応答 し 、 ま た 、 内 界 自体 も 作り 出し て いま す 。 

これ は デジ タル 機器 で は 、 あ る 重要 な 処理 が 無い た め 模 條 で きま せん 。 デ ジタル 化 の 流 
れ に お いて 我々 は 意図 的 に 混 当 や 論争 を デジ タル チェ イン か ら 削 除 し て きま し た 。 し か 
し これ こそ が 核心 だ っ た の で す 。 そ れ ら の お か げ で 、 生体 は 非常 に 効率 的 な の で す 。 全 
て の 細胞 は 、 十 分 に 注意 し て 見 る と 、 非 常に 複雑 で ある こと が わか り 、 ほ と ん ど 果 て が 
な く 、 予 測 で きず 、 オ ー プ ン な シス テム 、 ひ と つの 小さ な 世界 で あり 、 縮 図 と も 言え ま 
す 。 ア ナ ロ グ 電子 回 路 は ある 種 の 近しい も の を 与え て くれ ます 。 


これ ら の コン セプト を 、 私 が 2 番目 に 愛す る ほど 興味 深い シン セ サ イ ザー の 制作 に 適用 
する こと に し まし た 。LYRA の 秘密 は モジ ュー ル 自 体 に は あり ませ ん 。 そ れ 自 体 は 数 十 
年 も 前 か ら 存在 し て いた よう な も の で す 。 そ れ ら が どう 連携 し 、 影 響 し あう か と いう 点 
こそ が 重要 で す 。LYRA の 回 路 は 、 ブ ロッ ク が 直列 で 繋が り シ グ ナ ル を 順番 に 処理 し て 
いく クラ シッ ク な 減算 シン セ の よう に 直線 的 で は あり ませ ん 。 例 えば 、 エ ン ベ ロ ー プ 
ジェ ネ レ ー タ は ボイス の ピッ チ 、 あ る い は モー ド に よっ て は FM シン セ シ ス の パラ メー 
タ や 、 さ ら に は セル フ モ ジ ュ レ ーション モー ド (SELF が オン 、MOD と FB が 高い 状 
態 ) で は ディ レイ に も 影響 を 与え ます 。LYRA は 正確 な 機械 と いう より も 、 ご くわ ず か な 
タッ チ に も 反応 する 構造 体 、 指 の 下 で 身 を よじ る 奇妙 な 動物 と 言え ます 。 そ の た め 
“organismic" と 呼ん で いま す 。 


も う ひ と つの 私 の 経験 の 重要 な 要素 は 、 バ イオ リン な どの アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 の 研究 
に よる も の で す 。 そ れ は この 問い で 表す こと が で きま す 。 な ぜ ば ミュージシャン は 木 の 塊 
に 4 つの 金属 の ワイ ヤー を 貼っ た も の と 、 馬 の 毛 を 張っ た 棒 の それ だ け に 身 を 捧げ る こ 
と が で きる の か 、 な ぜ ミ ュー ジ シ ャ ン は 数 千 の コン トロ ー ル を 持つ 最も パワ フル な シン 
セ サ イ ザー で あっ て も 数 ヶ月 で 飽き て し まう の か 。 私 が た どり 着い た 答え は 、 ベ スト な 
楽器 と は 、 プ レー ヤ の 身体 と “トー ンジ ェ ネ レー タ " が 最も ダイ レク ト に 、 そ し て 最 
も タク タイ ル に 連動 し て くれ る も の だ と いう こと で す 。 こ れ に より ミュ ー ジ シャ ン は 最 
も 素早 く サ ウン ド を コン トロ ー ル で き 、 彼 ら の 魂 の 息吹 を 表現 する こと が で きま す 。 そ 
の た め 我 々 は バイ オリ ン を “live" イン スト ゥ ル メ ント と 呼ん で いま す 。 
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そし て この 見 識 を 得 ま し た 。 シ ン セ サイ ザー は 一 度 切断 され た 接続 を 再 構築 する こと で 
同様 の 挙動 が 得 ら れる と 。 今日 の 普通 の シン セ は 、 い か に 多く の 小さ な 機械 た ち が ト ー 
ンジ ェ ネ レー タ と プレ ー ヤ ー の 身体 の 間 に あ る の か 考え て みて くだ さい 。 シー ケン 
サー、 タ オン タイ ザー、 エ ン ペ ロー プ ジ ェ ネ レ ー タ 、LFO な ど 。 事実 、 プ レー ヤー は 
サウ ンド ソー ス 自 体 を コン トロ ー ル で きず 、 機 械 た ちの アル ゴリ ズム を 選び それ に 
よっ て トー ンジ ェ ネ レー タ を コン トロ ー ル し て いる の で す 。 そ う 考 える と 、 完 全 な 
"live" シン セ サ イ ザー は 、 そ の 発祥 で ある テル ミン で ある と 言え ます 。 た っ た 1 つの モ 
ノ フ ォ ニ ッ ク オ シレ ー タ と 1 つの シン プル な 波形 で す が 、 プ レー ヤー の 動き と 密接 に 関 
係 し て いま す 。 そ し て 非常 に 重要 な の が 、 テ ルミ ン は その 構造 を 、 電 子 工学 の 著しい 
発展 が あっ た に も 関わ ら ず 、1920 年 代 か ら その まま 保っ て いる 唯一 の シン セ で ある で 
あろ うと いう こと で す 。 こ れ は 、 か つて 確立 され た 原則 が 絶対 的 に 正しかっ た こと を 示 
し て いま す 。 


私 は シン セ の 回 路 の 歴史 の その 始ま り ま で 立ち 返り 、 最 も 古く 原始 的 な ソリ ュー ショ ン 
を 採用 し まし た 。 私 の 意図 は 、 ク オン タイ ズ や オー トメ ーション を 最小 限 に し 、 プ レー 
ヤー が 、 生 成 さ れる サウ ンド を 最大 限 に コン トロ ー ル で きる よう に する と いう こと で し 
た 。 そ し て あら ゆる コン トロ ー ル ポジ ショ ン に お いて 良い サウ ンド スケ ー プ を 作り 出 

す 、 完 全 に 実用 に 耐え うる 楽器 を 制作 し まし た 。 ダ イレ クト で 調律 され て いな い ピ ッ 

チコ ント ロー ル は 、 ク ロマ ティ ックス ケー ル に 限定 され な い 、 自 身 の 音 感 と イン ター 

バル で 独自 の 音階 を 自由 に 作り 出せ 、 マ イク ロト ー ナ リティ 等 に よる 演奏 も 可能 に し 

っ 


3 つ 目 の LYRA の フィ ロ ソ フィ ー は 北 イ ンド の 音楽 的 伝統 、 プ レー ヤー の 心 の 状態 、 リ 
スナ ー、 そ し て 世界 へ 深く 注意 を 払い 、 そ れ ら と 相互 に 作用 する 手法 、 か ら 着 想 を 得 ま 
し た 。LYRA は イン ド の ラー ガ の 深い 修行 か ら 強 く 影 響 を 受け て いま す 。 そ こ で は 身体 
と 精神 の 状態 を 制御 する 技術 が 求め られ ます 。 そ こ か ら 、 サ ウン ド テ クス チャ と 全体 の 
挙動 に よ に っ て プレ ー ヤ ー を 知覚 と 覚醒 の より 深淵 へ と 招き 、 リ スナ ー を その 流れ の 中 

へ 導き 、 没 入 の た め の 余 白 と 自由 を 提供 する 楽器 を 作り 出す と いう アイ ディ ア に 至っ 

守 の めで す 。 
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ペペ ッ リック 
に ログ WaF 5 際 2V 0-Peak 
和夫 全 ii モノ ラル 6.3mm TS/TRS (バラ ンス ド ) ジャ ッ ク 
出家 イン ピー ダシ ジス は & 下 了 下 TKKRTEEA ュ Email 1000 
EX IN 最 実 貞 因 電 卒 記 に 速 TTAOITLTLTTEYWL 1V 0-Peak 
世 ※ 上 IN 当 守 稼 入 合 語 KKEKEKNKANKM ハ AZ プ ハブ NQ ペ NN ブ ププ き き ハ 、 き さき NE 6.3mm TS ジャ ッ ク 
HOLD GATE 上 上 に よー +5V で 最大 の HOLD ボ リュ ー ム 
財 (OED.OAEE 当 グ 人 話 了 主 KKK 謀 OKTOT7 フ プ ブ TIN ソ ONK せ TTOT、T ギ TOAOON NII 6.3mm TS ジャ ッ ク 
(人 0 か ら +5V (ユニ ポー ラ ) 
SVDELAY 当 ポ クタ 耳 明 KOKNIOEIIAAN ス ON 6.3mm TS ジャ ッ ク 
VO ミミ = 0 か ら +5V (ユニ ポー ラ ) 
CV VOICES ヨネ クダ 下 mmokirkiatkiti 6.3mm TS ジャ ッ ク 
ルル ワー 姜 プ ライ 上 yjTToaalllkiaiao +I2ZV、02A、 セ ンタ ー プ ラス 
= トー 時 ミ ジ ら 夫 の 2W 
| に 生生 266 x 266 x 62mm 
重 さ (パワ ー サ プラ イ と 梱包 を 除く ) ーー ーー ーー ーー 2.5ko 
/W/ ゲ の ーー 


LYRA の 箱 は 捨て な いで くだ さい 。 
コン パク ト で 軽量 な の で 、 楽 器 の 持ち 運び に 最適 で す 。 
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また 、 プ ロジ ェクト を 応援 し て くだ さり 、 関 心 と 優し い 言 葉 を か け て いた だ いた 皆様 に 
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SOMA に つい て 


SOMA と いう 言葉 は SOund MAchines の 略 で す 。 


SOMA は 、 古 代 の ヴェ ー ダ (イン ド ) 文化 だ け で な く 、 イ ラン (ハオ マ と し て 知ら れ て 
いる ) や ペル シャ の 古代 の 伝統 で も 使用 され て いる サイ ケ デ リッ ク な 儀式 用 の 飲み 物 で 
す 。 この 飲み 物 に つい て は 古代 東洋 の 宗教 的 な 本 、 例 えば リグ ヴェ ー ダ の 現存 する 最も 
初期 の 宗教 的 テキ スト の 1 つ で も 記述 され て いま す 。 レ シ ピ は 長い 間 和 失わ れ て いま す 。 


この 言葉 の 他 の 意味 に は 、 ニ ュー ロン の 細胞 体 と 日 本 の 町 が 含ま れ ま す 。 


Enjoy 

SOMA:) 

Vlad Kreimer 
omhohom@gmall.com 
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